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研究成果の概要（和文）：栄養補助食品に対する意識をアンケート調査により調べた結果、栄養

補助食品の利用者と未利用者、年代の異なる対象者では栄養補助食品に対する考え方やイメー

ジが異なることが明らかになった。また国立長寿医療センター研究所・「老化に関する長期縦断

疫学研究（NILS-LSA）」の縦断研究より、栄養補助食品利用動向の変遷の可能性が示唆された

ことから、モニター制度等の継続的な栄養補助食品の情報提供システムの必要性が考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）：The opinions and images on dietary supplement (DS) assessed by 

questionnaire were different by DS use and age. The data of the National Institute for 

Longevity Sciences - Longitudinal Study on Aging (NILS-LSA) showed significant secular 

changes in DS use.  It would be necessary to build a new DS information service system. 
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１．研究開始当初の背景 

栄養補助食品の利用状況については、平

成 13 年に国民健康栄養調査においてビタ

ミン 5 種類、ミネラル 2 種類の調査が行わ

れ、平成 15 年からはこれらのビタミン・ミ

ネラルの摂取量が報告されている。しかし

それ以外の種類の栄養補助食品（上記以外

のビタミン、ミネラル類やイソフラボンな

どの栄養成分を含むもの）の利用状況や栄

養素摂取量の推定値については調査が行わ

れておらず、栄養補助食品全般の利用状況

や栄養素摂取状況は把握されていない。ま

た海外では栄養補助食品利用者の特徴（健

康状態が良好・教育歴が高い）などが多数

報告されているが、本国での報告は非常に

少ない。 
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する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」では、

医学・運動・心理等多分野にわたる総合的

な疫学調査を、同一の一般住民を対象に縦

断的に行っている。第 2 次調査（現在第 7

次調査実施中）からは独自に開発した栄養

補助食品の摂取頻度調査を行うとともに、

栄養補助食品からの栄養素等摂取量を推定

するデータベースを整備し、すべての種類

の栄養補助食品の利用状況（利用頻度と栄

養素等摂取量）の調査を行っている。本研

究部では、①栄養補助食品利用者の特徴(自

覚的健康感が低い)は諸外国とは異なるこ

と、②栄養補助食品からの栄養素摂取量が

過剰な対象者がいること、③栄養補助食品

データベースはこの 6 年で 600 品程度（調

査開始時）から 2000 品（5 次調査時）まで

に増加し、栄養補助食品からの栄養素摂取

量も増加していること等を報告している。 

一方海外では、栄養補助食品からの栄養素

の過剰摂取、中毒等の健康被害、EBM 確立

の重要性など多彩な報告が見られ、本国にお

いても栄養補助食品と様々な健康事象との

関連を科学的に検討することが望まれる。 

また近年は、「食」に影響を及ぼす諸要因

を把握し、各人に応じた積極的な保健指導が

望まれることから、栄養補助食品と「食習慣」、

「食環境」との関連をみるための調査方法の

確立が望まれる。 

さらに、日本では栄養補助食品を取り巻

く特有の「社会環境」があり、日本独自の

総合的な栄養補助食品調査と、その研究結

果を公表し栄養疫学の研究分野や一般社会

に還元することが望まれる。 

 

２．研究の目的 

(1) NILS-LSA の栄養補助食品摂取頻度調

査データの詳細な解析により、栄養補助食品

利用者の特徴を把握すること、また栄養補助

食品利用状況の経年変化を把握すること。 

(2) NILS-LSA 以外の外部集団による栄養

補助食品アンケート調査から、栄養補助食品

利用者の栄養補助食品に対する認識や態度を

把握し、栄養補助食品利用状況に影響を与え

る生活環境や社会環境を検討すること。 

(3) 1）2)の研究より、日本人の栄養補助食

品の利用動向を総合的に推測すること。また

栄養補助食品データベースを公開し、広く情

報開示を行うことで、総合的に栄養補助食品

研究の栄養疫学的基盤を作ることを本研究の

目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 栄養補助食品摂取頻度調査 

NILS-LSA第 2次調査時に開発した栄養補

助食品摂取頻度調査を継続し、①栄養補助食

品利用状況の経時的(第 2 次調査～第 5 次調

査)解析、②栄養補助食品の定義、範疇、調査

期間、データベース改定の必要性の検討、③

栄養補助食品利用者の特徴を抽出する。栄養

補助食品摂取頻度調査は栄養補助食品の種類

と利用頻度を把握するためのアンケート調査

である。このアンケート調査のデータに独自

で作成している栄養補助食品ごとの栄養素等

含有量のデータベースを用い、栄養補助食品

からの栄養素等摂取量を算出している。 

(2) 自記式アンケート調査 

外部集団に対して、独自に開発した選択肢

解答と自由記載を含む自記式アンケート調

査を行った。質問項目は、喫煙、嗜好飲料、

自覚的健康観、経済状況、余暇活動等の生活

習慣、食習慣（食事回数、欠食状況、食事バ

ランス）、食行動（外食数、食生活改善への

意欲、共食頻度）、食環境（食品の購買先、

給食施設の有無）、社会環境（健康情報の入

手先、情報開示に対する要望、公的相談窓口

の認識）、栄養補助食品に対する認識（特定



 

 

保健用食品・栄養強化食品・処方薬の理解、

栄養補助食品の安全性・危険性への認識）等

とした。 

 

４．研究成果 

(1)地域住民の栄養補助食品に対する意識調

査の結果 (表 1) 

1085名の地域在住女性（62.5±9.8歳、24

～96 歳）に栄養補助食品に対するイメージ、

知識、使用状況などの意識調査を行った。現

在栄養補助食品を利用している対象者は 270

人（26%）、過去利用経験あり 282 人(27％)で

あった。栄養補助食品利用者は未利用者に比

べ、最近食習慣が変わった(p=0.009)、働いて

いる(p=0.037)、惣菜を利用する(p=0.013)、

食事から充分な栄養が取れないと考えている

人(p=0.001)が有意に多かった。BMI, 食欲、

家族形態、経済満足度、教育歴、自覚的健康

感、体力への自信、運動、ストレス、体型認

識、喫煙、睡眠、休養、処方薬服薬、食習慣

（欠食・間食）などには差がみられなかった。

栄養補助食品に対するイメージは利用者では

強壮・体力向上(63%)、栄養のバランスを良く

する(67%)、病気の予防(64%)、健康増進(69%)

と考えるものが多く、美容に良い、安い、病

気治療というイメージは 20％以下と低かっ

たが、いずれの項目でも利用者の方が栄養補

助食品に対するイメージが有意に良かった。 

購入時にラベルを確認する人は 50％以上、

3000～10000 円程度栄養補助食品に出資し、

利用者の 60％以上が効果があったと評価し

ていた。また栄養補助食品による栄養素の過

剰摂取・健康被害について 50％以上の人が認

識していた。一般女性が栄養補助食品に持つ

イメージや知識は妥当であると思われたが、

栄養補助食品の安全性の認識や、リスクコミ

ュニケーションを更に充実させることが必要

と思われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 若年層の栄養補助食品に対する意識調

査の結果 (表 2)  

愛知県内の 2大学の大学生 420名（男性 219

名、女性 201 名、19.5±1.3 歳、18～25 歳）

に、栄養補助食品に対するイメージ、知識、

使用状況等を質問紙にて尋ねた。栄養補助食

品利用者、過去利用者、未利用者別に回答の

分布の差を検討した。その結果対象者の 52％

が男性、65%が文系（35%が管理栄養士養成課

程）、BMI18.5～25.0 の対象者が 58％、73％が

自覚的健康感が良いまたは普通と回答した。

栄養補助食品利用者は 19%、過去利用者 28％。

利用者は未利用者に比べ、食事から充分な栄

養が取れないと考えている者が有意に多かっ

た（p=0.011）。BMI、自覚的健康感、運動習慣、

食習慣（欠食・間食・外食）、健康情報の入手

先等には群間の差はなかった。栄養補助食品

に対するイメージは、栄養のバランスを整え

る(85%)、有効成分・栄養素がとれる（76%）、

未利用者 利用者 過去利用者

(n=476) (n=270) (n=282)

強壮・体力の向上につながる はい 18.7 62.5 45.5

いいえ 23.4 5.3 12.1

わからない 57.9 32.2 42.4

栄養のバランスを整える はい 25.8 66.9 50.6
いいえ 24.1 8.0 11.5
わからない 50.1 25.1 37.9

病気予防 はい 16.0 63.5 34.7

いいえ 27.7 9.7 21.5

わからない 56.3 26.9 43.8

医薬品より簡便 はい 16.0 38.1 28.4

いいえ 31.3 24.8 28.8

わからない 52.7 37.2 42.8

食品より簡便 はい 17.9 35.7 23.5

いいえ 36.6 36.6 39.6

わからない 45.5 27.8 36.9

健康増進に役立つ はい 13.0 69.2 35.5

いいえ 26.7 5.8 16.8

わからない 60.3 25.0 47.7

安全・安心 はい 2.2 21.4 5.5

いいえ 38.7 16.1 33.5

わからない 59.2 62.5 61.1

美容・ダイエットに有効 はい 4.1 18.1 10.3

いいえ 40.1 27.9 36.1

わからない 55.9 54.0 53.6

安い はい 1.4 5.2 5.8

いいえ 42.7 65.2 57.8

わからない 55.9 29.6 36.4

流行っている はい 37.1 45.3 48.0

いいえ 15.5 19.0 16.3

わからない 47.5 35.8 35.7

天然・自然 はい 3.6 25.8 10.5

いいえ 36.8 25.8 34.2

わからない 59.6 48.4 55.3

副作用がない はい 3.6 29.4 12.1

いいえ 31.4 17.5 26.9

わからない 65.0 53.1 61.1

食品添加物が入っている はい 28.0 30.7 35.5

いいえ 10.3 15.6 6.2

わからない 61.7 53.8 58.3

病気の治療に役立つ はい 3.1 21.9 11.2

いいえ 31.5 28.8 30.9

わからない 65.4 49.4 57.9

有効成分・栄養素がとれる はい 12.6 57.9 35.4

いいえ 25.7 8.3 14.2

わからない 61.7 33.8 50.4

1) Cochran-Mantel-Haenszel 検定

<0.001

<0.001

0.031

<0.001

<0.001

0.004

<0.001

<0.001

<0.001

<0.001

<0.001

<0.001

0.001

表1　調査に参加した地域女性の栄養補助食品のイメージ　（％）

栄養補助食品

年齢調整
1)

<0.001

<0.001



 

 

健康増進に役立つ（59%）、強壮・体力の向上

につながる（52%）、流行（48%）と答える者が

多く、天然・自然、安全・安心、安い、病気

の治療に役立つは低く、利用者には栄養補助

食品から不足栄養素の即時補給を期待する者

が有意に多かった。栄養補助食品を家族(39%)、

薬局・スーパーの店頭（47%）で知る者が多く、

46%が購入時にラベルを確認、利用者の 56％

が効果があったと回答した。47%が栄養補助食

品の利用を止めた経験があり、24%が効果がな

いため利用を中止したと答えた。栄養補助食

品による栄養素の過剰摂取・健康被害につい

て 50％以上の者が認識しており、困った場合

は家族（58%）、医師（54%）に相談すると答え

た。以上のことより大学生の約半数は栄養補 

助食品利用経験があり、栄養補助食品に栄養

素の即時補給を期待していた。利用者の約半

数が利用を止めた経験があり、栄養素の過剰

摂取、健康被害について認識していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) NILS-LSA の栄養補助食品利用状況の縦

断変化 (図 1) 

NILS-LSA の第 2 次調査から 第 5 次調査の

すべての調査に参加した 1,469 名（男性 744

名，女性 725 名，年齢 40〜81 歳）の栄養補助

食品利用状況の縦断的変化を検討した。調査

参加者の約半数の対象者が何らかの栄養補助

食品を利用しており、いずれの調査時期でも

女性の方が男性よりも利用者の割合が高かっ

た。利用状況の経年変化を栄養補助食品の主

成分をもとに分類して調べたところ，ビタミ

ン類，ドリンク剤などは第 2 次から第 5次調

査につれて減少したのに対して，グルコサミ

ンなど関節痛への効果を期待した栄養補助食

品や，目に良いとされるアントシアニン、骨

粗鬆症予防効果があるとされる大豆イソフラ

ボンなどのフラボノイド類が増加したことか

ら，健康増進に効果があると考えられるある

特定の成分を目的に栄養補助食品を利用して

いる対象者が増えていた。対象者が栄養補助

食品に期待する効果に、経年変化がある可能

性が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)総括 

栄養補助食品に対する意識をアンケート調

査により検討したところ、地域在住女性と大

学生では栄養補助食品に対するイメージが異

なることが明らかになり、栄養補助食品の認

識やイメージは性別や年代により異なる可能

性が示唆された。栄養補助食品の認識やイメ

ージに影響を与える環境因子については、今

後さらに詳細な検討が必要と考えられるが、

表2　調査に参加した大学生の栄養補助食品に対するイメージ　(%)

利用者 過去利用者 未利用者

(n=81) (n=116) (n=195)

強壮・体力の向上につながる はい 65.1 50.9 48.7
いいえ 20.5 28.0 34.9 0.169
わからない 14.5 21.2 16.4

栄養のバランスを整える はい 86.8 88.1 84
いいえ 6.0 8.5 9 0.264
わからない 7.2 3.4 7.2

病気予防 はい 42.7 42.9 38.3
いいえ 42.7 42.0 47.1 0.963
わからない 14.6 15.1 14.5

医薬品より簡便 はい 62.2 54.6 51.8
いいえ 29.3 31.1 31.3 0.139
わからない 8.5 14.3 16.9

食品より簡便 はい 61.0 49.2 44.9
いいえ 34.2 39.0 53.8 0.204
わからない 4.9 11.9 53.9

健康増進に役立つ はい 66.7 73.1 50.3
いいえ 17.3 14.3 30.8 <0.001
わからない 16.1 12.6 19.0

安全・安心 はい 21 13.5 17.6
いいえ 43 50.4 53.4 0.562
わからない 35.8 36.1 29.0

美容・ダイエットに有効 はい 48.8 56.3 42.0
いいえ 35.0 24.4 34.7 0.087
わからない 16.3 19.3 23.3

安い はい 22.0 18.5 15.5
いいえ 59.8 60.5 64.8 0.436
わからない 18.3 21.0 19.7

流行っている はい 37.8 56.3 49.0
いいえ 41.5 18.5 26.8 0.140
わからない 20.7 25.2 24.2

天然・自然 はい 12.2 6.7 9.3
いいえ 70.7 67.2 71.7 0.640
わからない 17.1 26.1 19.1

副作用がない はい 32.9 18.5 19.2
いいえ 40.2 46.2 46.1 0.029
わからない 26.8 35.3 34.7

食品添加物が入っている はい 42.7 42.9 47.4
いいえ 22.0 17.7 19.6 0.806
わからない 35.4 39.5 33.0

病気の治療に役立つ はい 22.0 18.5 16.6
いいえ 50.0 54.6 57.5 0.659
わからない 28.1 26.9 25.9

有効成分・栄養素がとれる はい 84.3 80.7 71.0
いいえ 8.4 5.0 17.1 0.003
わからない 7.2 14.3 11.9

1) Cochran-Mantel-Haenszel検定

栄養補助食品
性・年齢・所属

調整2)



 

 

栄養補助食品の情報提供や教育を行う場合、

対象者の特性によりその教育内容等を考慮す

る必要があることが示唆された。 

また NILS-LSAの栄養補助食品の縦断研究

より、栄養補助食品利用状況の動向には経年

変化がある可能性が示唆された。経年変化は

対象者自身の栄養補助食品に対する認識や生

活要因の変化のためか、市販される栄養補助

食品の種類の変化等の社会的要因の影響のた

めか、またその要因の影響の強さなどの詳細

は把握していない。今後さらに経年変化に影

響を与える要因の詳細な検討を行うとともに、

消費者の立場に立脚した栄養補助食品モニタ

ー制度の確立や、市場に即した栄養補助食品

の有効性・安全性の情報提供システムの構築

など、リスクコミュニケーションの確立を考

える必要性が示唆された。 

NILS-LSA では現在も継続的に栄養補助食

品摂取頻度調査を行っているが、栄養補助食

品は常に新たな製品が新規に出現し、その種

類には変化があることから、時代に即したデ

ータベースの改定が常に必要である。栄養補

助食品の範疇や種類分けも時代に即した対応

が必要であると考えられることから、今後も

系統的・恒久的に栄養補助食品データベース

を管理できるシステムの確立が重要性と思わ

れた。また定期的に効率的な栄養補助食品デ

ータ収集方法、データベース維持管理方法、

情報開示方法も含めた、総合的な栄養補助食

品研究方法の枠組みの再構築を行っていく必

要があると思われた。 
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